
喜
寿
へ
の
寄
稿
を

依
頼
さ
れ
有
難
く
思
っ

て
い
ま
す
。
浜
松
基

地
以
外
の
勤
務
経
験

も
な
く
抱
負
も
特
に

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

何
を
書
い
て
よ
い
か

迷
い
ま
し
た
。

定
年
ま
で
の
喜
怒

哀
楽
を
乗
り
越
え
、

最
後
ま
で
勤
め
上
げ

た
思
い
を
書
い
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。

月
日
の
経
つ
の
は
早

い
も
の
で
、
平
成
十

九
年
航
空
自
衛
隊
を

定
年
退
職
し
、
喜
寿

の
年
齢
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
も
、

色
々
な
方
々
が
支
え

て
下
さ
っ
た
お
陰
で

す
。
今
ま
で
の
こ
と

を
色
々
想
い
出
す
と

主
人
が
、
定
年
ま
で

良
く
頑
張
っ
た
ね
と

褒
め
て
く
れ
た
こ
と

が
、
未
だ
に
心
の
中

に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

私
達
の
世
代
の
女
性

は
、
ほ
と
ん
ど
が
結

婚
し
子
供
が
生
ま
れ

た
場
合
、
退
職
す
る

人
が
多
か
っ
た
様
に

思
い
ま
す
。
続
け
て

働
き
た
い
と
思
っ
て

も
、
子
供
を
預
か
っ

て
く
れ
る
託
児
所
が

少
な
か
っ
た
よ
う
で

し
た
。
現
在
は
育
児

休
暇
の
期
限
も
延
長

さ
れ
、
ま
た
男
性
の

育
休
も
取
得
で
き
ま

す
し
、
保
育
所
等
も

充
実
し
働
き
や
す
い

職
場
環
境
が
整
っ
て
、

恵
ま
れ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
私
が

定
年
ま
で
無
事
勤
務

で
き
た
の
は
、
自
宅

か
ら
車
で
20
分
の
所

に
母
の
実
家
が
あ
り
、

二
人
の
子
供
を
ベ
ビ
ー

の
頃
か
ら
十
年
間
、

預
か
っ
て
も
ら
っ
た

お
陰
で
す
。
そ
の
代

り
主
人
に
母
は
言
い

ま
し
た
。
「
娘
は
一

人
な
の
で
、
な
る
べ

く
長
く
浜
松
に
勤
務

し
、
ま
た
自
宅
を
早

く
建
て
て
下
さ
い
」

と
。
主
人
は
「
わ
か

り
ま
た
。
」
と
、
母

に
約
束
し
実
現
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

母
は
私
に
も
「
仕
事

を
辞
め
る
の
は
い
つ

で
も
辞
め
ら
れ
る
の

で
、
最
後
ま
で
頑
張

り
な
さ
い
。
」
と
勇

気
づ
け
て
く
れ
ま
し

た
。
主
人
が
当
直
、

訓
練
等
で
不
在
の
時

は
、
私
が
子
供
た
ち

を
学
校
ま
で
送
迎
し

ま
し
た
。

ま
た
、
主
人
は
浜

松
勤
務
が
長
か
っ
た

の
で
、
83

航
空
隊

（
那
覇
）
へ
転
勤
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
当
時
長
女
が

小
学
４
年
生
、
長
男

が
１
年
生
で
し
た
の

で
、
地
元
の
小
学
校

に
転
校
さ
せ
ま
し
た
。

二
人
と
も
鍵
っ
子
と

し
て
、
学
校
も
休
ま

ず
頑
張
っ
て
く
れ
た

こ
と
を
感
謝
し
て
い

ま
す
。
私
の
異
動
は

第
一
術
科
学
校
、
教

材
整
備
隊
、
教
導
高

射
隊
、
第
二
術
科
学

校
、
第
一
航
空
団
そ

し
て
最
後
は
教
材
整

備
隊
で
定
年
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
の
後
二

人
の
子
供
は
、
そ
れ

ぞ
れ
自
分
で
選
ん
で

高
校
、
大
学
を
卒
業

し
、
二
人
と
も
結
婚
、

自
立
し
楽
し
く
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

娘
は
イ
ギ
リ
ス
に
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
し
た
時
に

大
学
時
代
に
短
期
留

学
し
た
時
の
友
人
が

中
国
西
安
の
大
学
教

授
と
な
り
、
西
安
に

招
待
さ
れ
て
、
私
と

娘
で
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。
最
近
で
は
、

娘
夫
婦
、
孫
た
ち
と

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
行

き
、
マ
リ
ー
ナ
ベ
イ

サ
ン
ズ
ホ
テ
ル
の
58

階
の
屋
上
プ
ー
ル

（
写
真
）
で
泳
い
だ

こ
と
が
大
変
よ
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
母
は
九
十
三

歳
で
天
寿
を
全
う
し

ま
し
た
。
と
り
と
め

な
い
文
面
と
な
り
ま

し
た
が
、
最
後
に
隊

友
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
皆
様
の
ご
多
幸

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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浜松支部理念

互 助
奉 仕
協 力

喜
寿
の
喜
び

庄司 和子 隊友

昭和21年7月６日生まれ

エア・フェスタ浜松２０２２が開催された

絵: 小原 豊 隊友

航
空
自
衛
隊
浜
松
基
地
で
23
日
、

「
エ
ア
・
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２
」
が

開
か
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
の
影
響
に
よ
り
３
年
ぶ
り
の
開
催

で
、
県
内
外
か
ら
約
５
万
人
（
浜
松

基
地
発
表
）
が
詰
め
か
け
、
「
ブ
ル
ー

イ
ン
パ
ル
ス
」
の
曲
技
飛
行
や
展
示

航
空
機
、
陸
上
自
衛
隊
の
装
備
品
の

撮
影
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

今
年
度
は
浜
松
支
部
の
売
店
は
諸

般
の
事
情
に
よ
り
開
設
出
来
な
か
っ

た
が
多
く
の
隊
友
が
集
ま
り
３
年
ぶ

り
の
エ
ア
・
フ
ェ
ス
タ
を
楽
し
ん
だ
。
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編

集

後

記

浜松支部行事予定 浜 松 支 部 の 会 勢

◎一水会：令和5年1月11日、2月1日

１８：３０～

浜松市農村環境改善センター

◎浜松支部忘年会 12月4日

http://taiyukai.or.jp/wordpress/

数字で見る支部活動(R4.10.1 現在)

★実勢会員数：３７３名

正会員：３４５名

特別会員： ２８名

★「隊友はままつ」発行部数：６００部

手配り：１１６部

メール便：２５５部

基地内配布：１９９部

その他:３０部

自衛官ＯＢがオーナーの整備ショップ

車検 整備 修理 新車、中古車の販売・買取

浜松市中区葵東一丁目10-23

☎ ０５３－４１４－３７７７

FAX ０５３－４１４－３７７９

新
し
い
仲
間

隊
友
の
訃
報

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

災害ボランティアコーディネーター養成講座の参加希望者募集

浜
松
支
部
は
県
隊
友
会
の
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
養
成
し

ま
す
。
浜
松
市
の
災
害
時
に
支
援

を
必
要
と
す
る
方
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
つ
な
ぐ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

参
加
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。
希

望
者
は
担
当
ま
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

募集期間:Ｒ４.１１.１～Ｒ５．1.３１

講座予定日:Ｒ．５．５月～６月 全３日間

参加申込:細部が決まりしだい希望者にご連

絡します。

参加費:３，０００円 支部より負担します。

その他:浜松市で定員３０名の養成講座なの

で希望者全員が参加はできません。

担当:支部長 新田 満

TEL:090-1833-5919

古
屋

五
朗

隊
友

（
元
空
自

1
術
校
）

令
和
4
年
10
月
12
日

ご
逝
去

10
月
14
日

通
夜

10
月
15
日

告
別
式

北澤好男個展のご案内

期間 : 令和４年１２月１１日(日)～１２月２０日(火)

場所 : ホテルコンコルド浜松１階ロビーオープンギャラリー

その他 : コーヒー無料サービス

１階ロビー喫茶店にて「ギャラリーの絵を見に来た。」

旨を告げて頂ければコーヒーが無料になります。

連絡先:北澤好男 隊友

☎ 485-5845

絵: 北澤 好男 隊友

風景を描く(油彩画)

輝 く 受 章 者
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

益
々
ご
健
勝
に
て

ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

松
浦

正
幸

隊
友

第
39
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

飯
高

勉

隊
友

（
元
空
自

1
空
団
）

古
満

勝
美

隊
友

（
元
空
自

１
空
団
）

令
和
4
年
6
月
23
日

ご
逝
去

ご
家
族
か
ら
の
連
絡

令
和
４
年
秋
の
叙
勲

瑞
宝
小
綬
章

川
上

勝
二

隊
友

本紙に広告を掲載しませんか?

細部は、下記のメールにお問い合わせください。
E-mail : taiyukai.hamamatsu@gmail.com

担当:春名

コ
ロ
ナ
騒
動
で
右
往
左
往
し
な
が
ら
毎

日
を
過
ご
し
て
い
る
内
に
、
気
が
つ
い
た

ら
今
年
も
あ
と
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
北
朝
鮮
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
等
の
発

射
が
続
い
て
い
ま
す
。
隊
友
は
ま
ま
つ
を

編
集
し
て
い
る
今
も
発
射
さ
れ
て
日
本
上

空
を
通
過
し
ま
し
た
。
来
年
は
コ
ロ
ナ
と

北
朝
鮮
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
は
終
息
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。


